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【年通号数】公開・登録公報2009-041
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【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月29日(2010.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示状態が変化可能な複数の表示領域を有する可変表示部を含み、変動開始の条件の成
立に応じて前記表示領域に表示される図柄の変動を開始し、前記可変表示部に導出表示さ
れる図柄の表示結果があらかじめ定められた特定表示態様となったときに遊技者に有利な
遊技状態に制御可能な遊技機であって、
　遊技の進行を制御する遊技制御手段と、前記可変表示部の表示制御を行う表示制御手段
とを備え、
　前記遊技制御手段は、
　前記表示結果を特定表示態様とするか否かを決定する特定表示態様決定手段と、少なく
とも前記図柄の変動を開始してから表示結果を最終的に導出表示するまでの変動期間を決
定する表示内容決定手段と、少なくとも前記変動期間を特定するための情報と前記表示結
果を特定するための情報とを出力可能なコマンド出力手段とを含み、
　前記図柄の変動の態様には、前記特定表示態様を導出表示する場合に前記表示結果とし
て最終的に導出表示される最終特定表示態様の図柄とは別の特定表示態様の図柄を一旦導
出表示させ、その後に前記最終特定表示態様の図柄を表示結果として導出表示する再抽選
動作態様が含まれ、
　前記表示制御手段は、
　前記遊技制御手段からの前記変動期間を特定するための情報に応じて、変動期間が同一
であって前記再抽選動作態様の期間および当該期間において前記可変表示部に表示される
図柄以外の画像の表示態様が異なる複数の変動パターンのうちからいずれか１つの変動パ
ターンを選択して表示制御を行うことが可能であり、
　前記別の特定表示態様の図柄を抽選により決定する仮図柄決定手段を含む
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
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　本発明による遊技機は、表示状態が変化可能な複数の表示領域を有する可変表示部を含
み、変動開始の条件の成立に応じて表示領域に表示される図柄の変動を開始し、可変表示
部に導出表示される図柄の表示結果があらかじめ定められた特定表示態様となったときに
遊技者に有利な遊技状態に制御可能な遊技機であって、遊技の進行を制御する遊技制御手
段と、可変表示部の表示制御を行う表示制御手段とを備え、遊技制御手段は、表示結果を
特定表示態様とするか否かを決定する特定表示態様決定手段と、少なくとも図柄の変動を
開始してから表示結果を最終的に導出表示するまでの変動期間を決定する表示内容決定手
段と、少なくとも変動期間を特定するための情報と表示結果を特定するための情報とを出
力可能なコマンド出力手段とを含み、図柄の変動の態様には、特定表示態様を導出表示す
る場合に表示結果として最終的に導出表示される最終特定表示態様の図柄とは別の特定表
示態様の図柄を一旦導出表示させ、その後に最終特定表示態様の図柄を表示結果として導
出表示する再抽選動作態様が含まれ、表示制御手段は、遊技制御手段からの変動期間を特
定するための情報に応じて、変動期間が同一であって再抽選動作態様の期間および当該期
間において可変表示部に表示される図柄以外の画像の表示態様が異なる複数の変動パター
ンのうちからいずれか１つの変動パターンを選択して表示制御を行うことが可能であり、
別の特定表示態様の図柄を抽選により決定する仮図柄決定手段を含むことを特徴とする。
　そのような構成によれば、表示制御手段に送出されるコマンド数を増やすことなく図柄
変動の種類を増加することができ、その結果、図柄変動の種類を増加しても遊技制御手段
の図柄表示に関する制御の負担を軽くすることができる効果がある。
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